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本研究では、『犯罪者予防更生法』（昭和 24 年 5 月 31 日法律第 142 号）施行以降の犯
罪予防活動、その中でも「社会を明るくする運動」を中心にその進展を概観する。
1 　研究の視点
　「刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律」が平成 19（2007）年 6 月 1 日に






































































































































　昭和 27 年 7 月 31 日法律第 368 号による改正では、次のような規定に改められている。














者または前非行者（pre-criminal or pre-delinquent）、近犯罪者または近非行者（near 






















































年に始まった「少年保護デー」である。これは、旧少年保護法が公布された 4 月 17 日
を期して、少年保護思想の普及宣伝が行われたものである。そしてこれらは昭和12（1937）
年度以降それぞれ「司法保護記念日」「少年保護記念日」として名称を変え、昭和 27（1952）







　戦後、犯罪者予防更生法が昭和 24（1949）年 5 月 31 日に公布されるにあたって、「矯
正保護強調運動」が 4 月から 1 ヶ月にわたって展開された。そして現在の「社会を明る
くする運動」の嚆矢となる「犯罪者予防更生法実施記念フェアー（銀座フェアー）」が同




上特筆すべき出来事である。翌 25 年 7 月 1 日から 10 日間は、犯罪者予防更生法施行 1
年を記念した「矯正保護キャンペーン」が実施されている。そして現在に至る「社会を



















　「社会を明るくする運動」は、昭和 26（1951）年 7 月、当時の法務府の主唱により実















































　第 13 回の昭和 38（1963）年からは、「重点目標」を定め、また第 22 回の昭和 47（1972）
年からは、「統一標語」を定めるようになった（別表参照）。これを見ると、初めて重点











平成 9（1997）年の第 47 回まで待つことになる。以後、平成 16（2004）年の第 54 回
と次年度の第 57 回を除き、「青少年」と「成人」両方の視点を組み入れた重点目標を掲
げることになった 12。






　統一標語が制定された昭和 47（1972）年の第 22 回から平成元（1989）年の第 39 回
の文言を見ると全て「少年非行」をのみ示している。そして平成 2（1990）年の第 40
























「更生」という言葉が使用されたのは重点目標が設定された 1 年目（第 13 回）と 2 年目
だけであったのが、総務庁『青少年を非行から守る全国強調月間』が実施された翌年昭
















　　・「聞いたことがあるか」との問いに、「ある」が 65.9%、「ない」が 34.1% である。
　②　平成元（1989）年の『更生保護に関する世論調査』（11 月 22 日から 12 月 3 日実施）
　　・「見聞きしたことがあるか」との問いに、「ある」が 60.3%、「ない」が 36.4% である。









　昭和 46 年の世論調査時の社会を明るくする運動は第 21 回。これは「重点目標」を定






ら当該世論調査のある平成元年まで 10 年間変わらず、一貫して『防ごう非行 助けよう
立ち直り』という標語を用いている。これもやはり本来の運動の趣旨とは外れてはいるが、
社会に対しては一定のメッセージは伝わっていたと考えることができる。
　このような視点で平成 21 年の世論調査までの「統一標語」を見ると、平成 2（1990）
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更生保護における犯罪予防活動の進展　－ 雑誌『更生保護』に見る「社会を明るくする運動」－
年 回 重点目標 統一標語 備考
58 33 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
59 34 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
60 35 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
61 36 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
62 37 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
63 38 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
1 39 住民の連帯による青少年の非行防止と更生の援助 防ごう非行助けよう立ち直り
「更生保護に関する世
論調査」実施
2 40 少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会
3 41 少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会
4 42 少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会
5 43 少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会
6 44 少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会
7 45 少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会













































　平成 22 年（2010）度は社会を明るくする運動の第 60 回を印す記念すべき年である。
それを迎えるにあたり、平成 21 年、「地域に根ざした国民運動として一層の推進を図る
ため 17」に社会を明るくする運動の趣旨を分かりやすく表わす新名称を募集することに































18 56 犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める ふれあいと対話が築く明るい社会
19 57 犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める 防ごう犯罪と非行助けよう立ち直り

























































































































6　吉田次郎（1966）「犯罪予防活動のあり方」『更生保護と犯罪予防』1 巻 2 号，4 ページ
7　昭和 37（1962）年、法務省は犯罪者予防更生法の施行日に由来して、7 月 1 日を「更生保護の日」と制定した。
8　 約 2,000 語の挨拶文のなかで、「・・本日全國津々浦々に展開されている社会を明るくする運動の目標実現の日
は近きものがあると信ずる次第であります。」とあるのみである。
9　島田善治（1955）「社会を明るくする運動について」『更生保護』日本更生保護協会，第 6 巻第 5 号，16 ～ 17 ページ
10　日本更生保護協会（1965）『更生保護』，第 16 巻第 5 号，5 ページ
11　この時の重点目標は、「暴力の排除と更生保護の強化」であった。
12　平成 21（2009）年の第 59 回より、「行動目標」と「重点事項」に改められた。
13　日本更生保護協会（1980）『更生保護』，第 31 巻第 1 号，32 ページ
14　日本更生保護協会（1981）『更生保護』，第 32 巻第 1 号，29 ページ
15　 同じく「統一標語」に関しても、この年から「立ち直り」という言葉を使っている。（但し、「ふれあいと対話が築
く明るい社会」とした平成 2（1990）年～平成 18（2006）年までを除く。）
16　日本弁護士連合会「更生保護制度改革への意見」平成 18 年 1 月 19 日
17　日本更生保護協会（2009）『更生保護』，第 61 巻第 4 号，52 ページ
18　日本更生保護協会（2009）『更生保護』，第 61 巻第 4 号，53 ページ
19　日本更生保護協会（2009）『更生保護』，第 61 巻第 6 号，9 ページ
20　平野利（1933）「司法保護事業に就て」『司法研究 1 輯報告集』4
21　 萩原康生（1973）「社会を明るくする運動試論－更生保護における住民運動－」『更生保護と犯罪予防』，第 8
巻第 1 号，67 ページ
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